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〈報　告〉

台湾の 人間仏教 に つ い て

一 仏光山寺を中心に一

釋 依　旻

人間仏教の 提唱

　 仏 教 は ，世界 の 諸大宗教 の 中で ， 歴史が 最 も長 く， 影響 さ れ る 人 口 も最 も

多 い
。 そ れが 人 に 与 え る 印象は 古 い もの で あ る が

， 今 日ま で 伝わ っ て き て

・も ， 何故だ か 新 し く感 じ られ ， 信仰す る人が段 々増 えて
， 特 に

， 東方伝統文

化 中で の 普及 は ， 著 しい もの が あ る 。

　 そ の 他 の世 界 的 な宗教 と違 う処 は
， 仏教 の 伝播 は平和 的で

，
過 去 に 宗教戦

争 を起 こ した こ ともな い し， 宗教迫害 もなか っ た 。

一切 は
， 全て 自発 的な発

心 ， 自覚 ， 自省 で ， 外在 の 強制 と暴 力が な か っ た 。 こ の
一

っ の 自省 ， 自覚 ，

自浄の 清流 も又 ， 仏教 を推進 して ， 違 っ た民族群 に 進入 し
， 違 っ た文化思 潮

と共生 し融合 し つ つ あ る
。

　 現実 の 人 生問 題 に 関心 を持ち ， 人 生 の 品 位の 向上， 人心 の 浄 化 を肯定 し，

全人類 の 完全で 世界 平和 に 趨 向出来 る の は ， 仏教 の 現代化 へ の 共通 点に 向か

うこ とで ある
。 現代社会 と実際生活の 需要に 順応 出来る様に

， 実質の 行動歩

調 を執 り， 只 の 元来の誦経祈福や 閉関 自守 は な く， 積極 的に 世間に 入 り，世

閊 に 参画す る 。 寺 院僧伽 ばか りで な しに
， 人類 の 進 歩を促進 し， 人 間関係 を

改 善 し
， 仏教の 極楽浄土 と

， 未来の 大同社会を
一

体 とし結合す る 。
こ の 様な

一
つ の 時代性 ， 適応性 ， 円融性を得 る時代思 潮を我々 は 「人 間仏教」 と称 す

る もの で あ る 。 日本 の 仏教界 ， 或 い は
， 学界 に は こ の 言葉 は な い

。 日本で の

勉強 期間 ，
か っ て

， 駒澤大学で 中国仏教史 を教 えて い た鎌田茂雄教授に 教 え
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を請 うと
，

「
こ うい う言葉 を提出 した 人 は無 い

。
こ うい っ た 思想 は あ るが 人

間仏教 とい う言葉 は無い ！」 とお っ しゃ っ た 。

　 と こ ろ が
， 元来 「人間」 の 中国文 の 意 味 とな る と

， 知 っ て い る 人 は 少 な

い
。 鎌田茂雄 教授 は 1990年 1月 3 日， 仏光 山で 開催 した仏 教学 術会議で 発

表 した主 題演説 で 次 の よ うに 述 ぺ て い る 。

「人間仏教 　こ の 主題 は
， 日本 人

に と っ て は， 余 り聞か な い 言葉で あ る 。
こ れ は偉大 な る太虚が提 唱 した 思想

で ，現 在私 が知 っ て い るそ の意義 として は
， 仏教 は 須 ら くこ の 現実の 社会 に

お い て 活躍 すべ き宗教 で あ る とい うこ とだ 」。

　「人間仏教 」 の 遂 行 と実践 は仏 陀 の 教化衆 生 の 本懐 に 符合 して い る 。 更 に

仏教 の 慈悲寛容 ， 仏教 の 応世本質 ， 仏教の 包 容異 已
，

人間 へ の 最大 功 能 の 発

揮等を言 い 表わ して い る。

〔附記 〕 こ の 報告 は，2006年 8 月 23日 に同朋大学で 行なわ れ た例会
「
台湾の 人 間仏教

　に つ い て 」 で 配布 され た講演要 旨を編集 した もの で す 。
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